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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

金子 修・教授 評議員、理事 日本寄生虫学会 

金子 修・教授 評議員、会計担当常任理事 日本熱帯医学会 

金子 修・教授 編集委員 学術誌 PLOS ONE 

上村春樹・講師 評議員 日本寄生虫学会 

上村春樹・講師 評議員 日本熱帯医学会 

麻田正仁・助教 評議員、渉外・広報委員 日本獣医寄生虫学会 

 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

金子 修・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B)一般「マラリア原虫の赤血球侵

入期におけるシグナルカスケード」 

金子 修・教授 日本学術振興会 代表 挑戦的研究（萌芽）「抗原性強化弱毒サルマ

ラリア生ワクチン開発に向けた研究」 

金子 修・教授 GHIT Fund 代表 「Towards rapid diagnosis of Plasmodium vivax 
malaria hypnozoite infection」 

金子 修・教授 GHIT Fund 分担 「Identification of Vaccine Targets that Will 
Block the Interaction of Plasmodium falciparum 
Malaria Parasites with a Complement 
Regulator」 

金子 修・教授 株式会社ニコンインステック 代表 共同研究「イメージングによる感染症成立メ

カニズムの理解」 

金子 修・教授 マイキャン・テクノロジーズジャパン

株式会社 
分担 共同研究「マラリア原虫等培養及び抗マラリ

ア原虫等薬としての hESC/iPS 細胞由来幼若

赤血球様細胞の開発」 

上村春樹・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(B)海外「熱帯熱マラリアに対する

ACT の有効性と薬剤耐性関連遺伝子多型の

解析」 

上村春樹・講師 日本学術振興会 代表 二国間交流事業「熱帯熱マラリアに対する

ACT の有効性と薬剤耐性関連遺伝子多型の

解析」 

上村春樹・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(B)海外「マラリア予防薬でマラリ

アは予防できるのか？」 

矢幡一英・助教 日本学術振興会 代表 国際共同研究加速基金「赤血球侵入型マラリ

ア原虫の滑走運動と赤血球侵入機構」 

麻田正仁・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(B)海外「タイにおけるスイギュウ

マラリアの分子疫学並びにその病原性解析」 

麻田正仁・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)一般「バベシア原虫メロゾイト

滑走運動機構の解明」 

麻田正仁・助教 日本学術振興会 分担 挑戦的研究（萌芽）「サイトカイン発現住血

原虫の開発研究」 

麻田正仁・助教 帯広畜産大学原虫病研究センター 代表 「Babesia bovis 感染赤血球における宿主血

管内皮細胞接着機構の解明 2」 

 
 
 



 

 3 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

金子 修・教授 不死化赤血球前駆細胞由来の血球様細胞を用

いたマラリア原虫等の維持培養・感染評価に適

した細胞の決定方法 

2017 年 
10月 18日 

 特願 2017-201666 

矢幡一英・助教 不死化赤血球前駆細胞由来の血球様細胞を用

いたマラリア原虫等の維持培養・感染評価に適

した細胞の決定方法 

2017 年 
10月 18日 

 特願 2017-201666 

 

その他 
客員教授 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

金子 修・教授 非常勤講師（病原寄生虫学） 大阪市立大学医学部 

 
学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

金子 修・教授 相川正道賞 日本熱帯医学会 マラリア原虫の寄生赤血球への

分子輸送 
 
○特筆すべき事項 
①金子修は第 17 回あわじしま感染症・免疫フォーラムの大会長を務めた（2018 年 9 月 4-7 日、淡路夢舞台国際会議場）。 
 


